
新居浜工業高等専門学校点検・評価に関する方針(改正案） 

 

令和３年５月１８日 運営会議決定 

令和５年３月１４日 一部改正 

令和５年９月２０日 一部改正 

令和６年３月１９日 最終改正 

 

１．目的 

この方針は、本校の継続的な教育研究活動及び管理運営等の質の維持・向上を図る

ため、点検・評価の体制及び手順等について基本的な事項を定めることを目的とする。 

 

２．実施体制 

点検・評価は、点検・評価運営委員会（以下「運営委員会」という。）の総括の

下、関係の各委員会、各センター等、各学科等、専攻科、事務部（以下「各関係組織

等」という。）が連携して実施するものとする（別紙「新居浜工業高等専門学校にお

ける点検・評価の体制」参照）。 

 

３．点検・評価の事項及び項目 

（１）独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が行う機関別認証評価基準に基づ

く事項 

具体的な点検・評価の項目は、別表第１のとおりとする。 

（２）年度ごとの学校運営目標及び計画に関する事項 

 

４．点検・評価の実施間隔 

（１）独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が行う機関別認証評価基準に基づ

く事項 

別表第１のとおりとする。 

（２）年度ごとの学校運営目標及び計画に関する事項 

毎年度実施する。 

 

５．実施方法 

（１）運営委員会は、点検・評価の方針を策定のうえ実施計画を決定し、点検専門

部会（以下「専門部会」という。）へ点検・評価を依頼する。 

（２）専門部会は、各関係組織等に以下の資料等の提出を依頼する。 

① 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が行う機関別認証評価基準に基

づく事項 

別表第１に掲げる各観点の点検・評価及び根拠資料等 

② 年度ごとの学校運営目標及び計画に関する事項各関係組織等の年度計画の



達成状況及び根拠資料等 

（３）各関係組織等は、別表第２のとおり点検・評価に必要なデータ及び情報を定

期的に収集・蓄積する。 

（４）各関係組織等は、専門部会からの依頼に応じて以下のとおり点検・評価を行

い、その結果及び根拠資料を提出する。 

① 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が行う機関別認証評価基準に基づ

く事項 

別表第１に掲げる各観点の点検・評価を行い、その結果及び根拠資料を

提出する。評価結果は以下の基準を用いて示す。 

５：期待を上回って実施している 

４：十分に実施している 

３：実施している 

２：十分には実施していない 

１：実施していない 

② 年度ごとの学校運営目標及び計画に関する事項 

各関係組織等の年度計画の達成状況及び根拠資料を提出する。 

（５）専門部会は、各関係組織等から提出された点検・評価結果及び根拠資料を点検

し、運営諮問会議等の外部評価結果を踏まえて以下のとおり点検・評価を行う。 

① 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が行う機関別認証評価基準に基づ

く事項 

別表第１に掲げる各基準及び視点の点検・評価 

② 年度ごとの学校運営目標及び計画に関する事項 

別表第３に掲げる大項目及び中項目の点検・評価 

（６）専門部会は点検・評価結果をとりまとめて報告書を作成し、運営委員会に報

告する。 

（７）運営委員会は専門部会が報告した点検・評価結果の確認を行う。運営委員会

の構成員は点検・評価結果を各関係組織等へ持ち帰り、教育研究活動及び管理

運営等の改善に活用する。 

（８）運営委員会は点検・評価結果報告書を審議・決定し、学校改革推進室に報告

するとともに、その性質上開示に適さないものを除き、本校ウェブサイトにお

いて公表する。 

（９）学校改革推進室は運営委員会の報告に基づき、教育方法等を改善するために

必要な方策の企画・立案・推進を行う。 



別表第１ 
 

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が行う機関別認証評価基準に基づく事項 
 

自己点検・評価項目 
基 準 N0. 視 点 観  点 関係組織等 実施間隔 

1.教育の内部質
保証システム 

1-A 
自己点検
評価の実
施と改善 

(1) 自己点検･評価の基準や方法に関する継続
的見直しが行われているか。 

点検専門部会 毎年 

(2) 学生､保護者､教員、卒業(修了)時の学生､
卒業後5年程度の卒業(修了)生､進路先等関係者
の意見聴取が行われ、自己点検評価に反映さ
れているか。 

点検専門部会 毎年 

(3) 結果が改善に結びついているか。 点検専門部会 毎年 

1-B 
年度計画 
･行動計
画の実施 

(1) 年度計画の実施状況が点検されている
か。 

点検専門部会 毎年 

(2) 各委員会等の行動計画に対する実施状況
が点検されているか。 

点検専門部会 毎年 

1-C 
3ポリシー
の見直し 

 

(1) 3ポリシーが社会の状況の変化等に応じて
適宜見直されているか。 

教務主事
専攻科長 

毎年 

2.教育組織･教員 
･教育支援者等 

2-A 
教員の配
置 

(1) 準学士課程･専攻科課程における一般､専
門の教員が適切に配置されているか。 

教務主事
専攻科長 

毎年 

2-B 
教員の採
用･昇任 

(1) 教員の採用や昇任に関する基準が適切に
運用されているか。 

人事委員会 毎年 

2-C FD･SD 
(1) FD･SD活動が実施され､改善に結びついて
いるか。 

副校長(総務企画担当) 
FD:教務委員会 
SD:総務課 

毎年 

3.学習環境及び
学生支援等 

3-A 
施設･設
備 

(1) 学校の施設･設備が適切な安全･衛生管理
の下に活用されているか。 

安全衛生委員会 毎年 

(2) ICT環境が十分なセキュリティ管理の下に
整備され､活用されているか。 

情報教育センター 毎年 

(3) 図書､学術雑誌､視聴覚資料等が系統的に
収集､整理され､有効に活用されているか。 

図書館 毎年 

3-B 学生支援 

(1) 新入生(編入、留学含む)に対し、履修指
導､設備等利用ガイダンス等が実施されている
か。 

教務委員会 毎年 

(2) 学生の自主的学習に対する相談、助言体
制が機能しているか。 

教務委員会 毎年 

(3) 留学生､編入生､障害のある学生への学習･ 
生活支援が行われているか。 

教務委員会 毎年 

(4) 学生の経済面や健康面に対する相談体制
は機能しているか。 

学生支援委員会 毎年 

(5) キヤリア教育､進路指導体制は機能してい
るか。 

学生支援委員会 毎年 



   
(6) 課外活動等に対する支援体制は有効に機
能しているか。 

学生支援委員会 毎年 

(7) 学寮が生活及び勉学の場として整備され､ 
有効に機能しているか。 

寮務委員会 毎年 

4.財務基盤及び
管理運営 

4-A 財務 

(1) 学校の目的に沿った教育研究活動を遂行
できるだけの財務基盤を有しているか。 

総務課 毎年 

(2) 学校の目的を達成するための活動の財務
上の基盤として､適切な収支に係る計画等が策定
され､関係者に明示されているか。 

総務課 毎年 

(3) 学校の目的を達成するため､教育研究活動
に対しての資源配分を､学校として適切に行う
体制が整備され､実際の予算配分が行われてい
るか。 

総務課 毎年 

(4) 学校を設置する法人の財務諸表等が適切
な形で公表されているか｡また､財務に係る監査
等が適正に行われているか。 

総務課 毎年 

4-B 管理運営 

(1) 管理運営の諸規程が整備され､各種委員会
及び事務組織が適切に役割を分担し､効果的に
活動しているか。 

総務課 毎年 

(2) 危機管理を含む安全管理体制が整備され
ているか。 

総務課 毎年 

(3) 外部資金を積極的に受入れる取組が行わ
れているか。 

総務課 毎年 

(4) 外部の教育資源が積極的に活用されてい
るか。 

総務課 毎年 

(5) 管理運営のための組織及び事務組織が十分
に任務を果たすことができるよう、研修等､ 管
理運営に関わる職員の資質の向上を図るため
の取組が組織的に行われているか。 

総務課 毎年 

4-C 
情報の提
供 

(1) 学校における教育研究活動等の状況につ
いての情報が公表されているか。 

総務課 毎年 

5.準学士課程の 
教育課程･方法 

5-A 

教育課程
の編成と
実施 

(1) CPに基づくカリキュラムとなっている
か。 

教務委員会 毎年 

(2) カリキュラムには､学生､社会のニーズが
反映されているか。 

教務委員会 毎年 

(3) 創造力や実践力を育む教育が行われてい
るか。 

教務委員会 毎年 

(4) 異文化を理解する姿勢を育む国際交流活
動が行われているか。 

教務委員会 毎年 

  

(1) 学習指導上の工夫は行われているか。 教務委員会 毎年 



 

5-B 授業形態 
･指導法 

(2) CPに沿って適切なシラパスが作成され､活
用されているか。 

教務委員会 毎年 

(3) 学修単位科目の自学自習時間の実質化に
向けた取り組みが行われているか。 

教務委員会 毎年 

5-C 

成績評価､ 
単位･卒業
認定 

(1) 成績評価基準､単位認定基準､卒業認定基
準の周知が図られているか。 

教務委員会 毎年 

(2) 成績評価は適切に行われているか。 教務委員会 毎年 

(3) 進級･卒業認定は基準に従って適切に行わ
れているか。 

教務委員会 毎年 

6.学生の受け入
れ 

6-A 
APに沿っ
た学生の
受入れ 

(1) APに沿った入学者選抜方法となっている
か。 

教務委員会 毎年 

(2) 入学者がAPに沿っているか､入試方法への
反映はなされているか。 

教務委員会 毎年 

(3) 増募対策は効果的に行われているか。 教務委員会 毎年 

(4) 入学定員に照らして入学者数は適正か。 教務委員会 毎年 

7.学習･教育の成
果 7-A 

学習･教
育の成果 

(1) 成績評価､卒業認定の結果から、DPに沿っ
た学習･教育の成果が認められるか。 

教務委員会 毎年 

(2) 卒業時の学生､卒業後5年程度の卒業生､進
路先等関係者の意見聴取の結果から､学習･教
育の成果が認められるか。 

点検･評価専門部会
教務委員会 

3年に1回 

(3) 最近5年間の就職率､進学率から判断して､ 
学習･教育の成果が認められるか。 

教務委員会 毎年 

(4) 就職先､進学先は養成しようとする人材像
に適したものとなっているか。 

教務委員会 毎年 

8.専攻科の教育
活動の状況 

8-A 

専攻科教
育課程の
編成､学
習･研究
指導、成
績･修了
認定 

(1) CPに基づくカリキュラムとなっている
か。 

専攻科教育委員会 毎年 

(2) CPに照らして講義､演習､実験､実習等のパ
ランスが適切であり、学習指導上の工夫は行
われているか。 

専攻科教育委員会 毎年 

(3) CPに掲げる国際的な発表･討議力､異文化
理解を育むための国際交流活動は行われてい
るか。 

専攻科教育委員会 毎年 

(4) CPに基づき､教養教育や研究指導が適切に
行われているか。 

専攻科教育委員会 毎年 

(5) 成績評価･単位認定基準及び修了認定基準
がCPにしたがって策定され学生に周知されて
いるか｡また成績評価･単位認定及び修了認定
が適切に実施されているか。 

専攻科教育委員会 毎年 

  

(1) 専攻科APに沿って適切な入学者選抜方法
が採用され､実際の学生受入れが適切に実施さ
れているか。 

専攻科教育委員会 毎年 



 

8-B 

APに沿っ
た専攻科
学生の受
入れ 

(2) APに沿った入学者を受け入れているかど
うかを検証する取り組みが行われており、そ
の結果が入学者選抜の改善に役立てられてい
るか。 

専攻科教育委員会 毎年 

(3) 実際の入学者数が入学定員に対して適切
か。 

専攻科教育委員会 毎年 

8-C 
専攻科の
学習･教
育の成果 

(1) 成績評価･修了認定の結果から判断してDP 
に沿った学習･教育研究の成果が認められる
か。 

専攻科教育委員会 毎年 

(2) 学生､修了時の学生､修了後5年程度の修了
生､進路先等関係者からの意見聴取の結果から
判断してDPに沿った学習･教育･研究の成果が
認められるか。 

点検･評価専門部会
専攻科教育委員会 

3年に1回 

(3) 就職や進学など修了後の進路状況から判
断して学習･教育･研究の成果が認められる
か。 

専攻科教育委員会 毎年 

A.研究活動の状
況 

A-A 
研究活動
の状況 

(1) 研究活動に関する目的､基本方針､目標等
が適切に定められているか。 

高度技術教育研究セン
ター 

毎年 

(2) 研究活動等の目的に照らして､研究体制及
び支援体制が適切に整備され､機能している
か。 

高度技術教育研究セン
ター 

毎年 

(3) 研究活動の目的等に沿った成果が得られ
ているか。 

高度技術教育研究セン
ター 

毎年 

(4) 研究活動等の実施状況や問題点を把握し､ 
改善を図っていくための体制が整備され､機能
しているか。 

高度技術教育研究セン
ター 毎年 

B.地域貢献活動
等の状況 

B-A 
地域貢献
活動等の
状況 

(1) 地域貢献活動等に関する目的､基本方針、
目標等が適切に定められているか。 

高度技術教育研究セン
ター 
エンジニアリングデザイ
ン教育センター 

毎年 

(2) 地域貢献活動等の目的に照らして活動が
計画的に実施されているか。 

高度技術教育研究セン
ター 
エンジニアリングデザイ
ン教育センター 

毎年 

(3) 実績や参加者等の満足度等から判断し
て、目的に沿った活動の成果が認められる
か。 

高度技術教育研究セン
ター 
エンジニアリングデザイ
ン教育センター 

毎年 

(4) 地域貢献活動等に関する問題点を把握し､ 
改善を図っていくための体制が整備され､機能
しているか。 

高度技術教育研究セン
ター 
エンジニアリングデザイ
ン教育センター 

毎年 



別表第２ 

 

データや資料の収集・蓄積の担当組織、責任体制 

 

 

 

 

 

教務委員会・専攻科教育委員会 対象 

授業の質保証確認票 教員 

定期試験の質保証確認票 教員 

入学前後の実態調査 学生 

授業アンケート 学生 

勉学アンケート 学生 

担任アンケート 学生 

学級経営報告、学級経営計画 教員 

学生支援委員会 対象 

企業アンケート 求人企業 

進路状況調査 教員 

点検専門部会 対象 

卒業・修了後及び進路先関係者アンケート 卒業生・修了生 

学校評価アンケート（卒業生・修了生） 学生 

校内役職者アンケート 教員 

学生の要望・意見聴取（学生との懇談会実施の要請と

意見集約） 
学生 

校長 対象 

教員業績評価 教員 

教員との個別面談 教員 

女性教職員との懇談会 教職員 



別表第３ 

 

年度ごとの学校運営目標及び計画に関する事項自己点検・評価項目 

 

 

大項目 中項目 

１．国民に対して提供するサービスその

他の業務の質の向上に関する目標を達

成するために取るべき措置 

1.1 教育に関する事項 

1.2 社会連携に関する事項 

1.3 国際交流等に関する事項 

２．業務運営の効率化に関する事項 2.1 一般管理費等の効率化 

2.2 給与水準の適正化 

2.3 契約の適正化 

３．予算(人件費の見積もりを含む。)、

収支計画及び資金計画 
3.1 戦略的な予算執行・適切な予算管理 

3.2 外部資金、寄附金その他自己収入の

増加 

８．その他主務省令で定める業務運営に

関する事項 

8.1 施設及び設備に関する計画 

8.2 人事に関する計画 

8.3 情報セキュリティについて 

8.4 内部統制の充実・強化 
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・点検・評価の⽅針の策定

・点検・評価の実施計画の決定

・点検・評価報告書の審議・決定

・点検・評価結果の公表

点
検
専
門
部
会

・点検及び評価の実施

・点検・評価結果のとりまとめ、

点検・評価運営委員会への報告

・機関別認証評価の対応

教
学

室

・教務及び入学者選抜に関わる学

生情報の収集・調査・分析

・分析結果のとりまとめと点検専

門部会への報告

IR

学

校

全

体

案

審議 報告

案

指示

指示

報告報告

付託

報告

指示

RQ

年間運営計画

の作成
改善⽅策の実施

学
科
・
セ
ン
タ
ー
・

委
員
会
等

授
業
等

P

D

・関係する事項の点検と評価

・年度計画の達成状況の検証

C

A P

D

指示

年間運営計画に基
づく実施

各種アンケート等 各教員

FD等

D

C
A

反映

経営層A

C

D

指示

学
校
改
革
推
進
室

・将来構想及び計画の検討

・年度計画及び事業報告書作成

・教育⽅法等を改善する⽅策の企

画・⽴案・推進

C

報告

学

校

全

体

学
科
・
セ
ン
タ
ー
・

委
員
会
等

授
業
等

将来構想

反映 提案

報告

報告

運営会議

(執行部) P

教員会
(意見交換・連絡調整)

企画調整会議

(企画・立案)

A

P

指示

C

P

D

C

A

WG

個別事項の検討

付託

報告

授業参観、保護者懇談、

社会ニーズなど学生との懇談 公開授業

科目間連携

学生情報
反映

報告

外部評価

専攻科審査

監査(高専機構)

運営諮問会議 国立高専教育
国際標準(KIS)

機関別認証評価

D

C

D

PA

反映

改善
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